
(57)【要約】

【課題】魚の食いつきが悪い場合であっても、魚への釣

針の掛りが良い魚型ルアーを提供する。

【解決手段】ルアー本体２と、ルアー本体２に連結され

た釣針３とを備えた魚型ルアー１であって、ルアー本体

２は、尾部２ａを含み、釣針３は、軸部３ｂと軸部３ｂ

の一端に形成された針部３ａとを含み、軸部３ｂは、尾

部２ａの長手方向と平行となるように配置されており、

魚型ルアー１をその上面側から見たときに、軸部３ｂの

少なくとも１部と尾部２ａとが重なっている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ル ア ー 本 体 と 、 前 記 ル ア ー 本 体 に 連 結 さ れ た 釣 針 と を 備 え た 魚 型 ル ア ー で あ っ て 、
　 前 記 ル ア ー 本 体 は 、 尾 部 を 含 み 、
　 前 記 釣 針 は 、 軸 部 と 前 記 軸 部 の 一 端 に 形 成 さ れ た 針 部 と を 含 み 、
　 前 記 軸 部 は 、 前 記 尾 部 の 長 手 方 向 と 平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 魚 型 ル ア ー を そ の 上 面 側 か ら 見 た と き に 、 前 記 釣 針 の 少 な く と も 一 部 と 前 記 尾 部 と
が 重 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 魚 型 ル ア ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 尾 部 は 、 軟 質 ゴ ム ま た は 軟 質 樹 脂 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 魚 型 ル ア ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ル ア ー 本 体 の 前 記 尾 部 以 外 の 部 分 は 、 硬 質 樹 脂 を 含 み 、
　 前 記 軸 部 の 前 記 針 部 側 の 反 対 側 が 、 前 記 ル ア ー 本 体 の 前 記 尾 部 以 外 の 部 分 に 連 結 さ れ て
い る 請 求 項 ２ に 記 載 の 魚 型 ル ア ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 釣 針 は 、 一 対 の 前 記 軸 部 を 含 み 、
　 前 記 一 対 の 軸 部 は 、 線 材 を 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 一 対 の 軸 部 で 、 前 記 尾 部 の 一 部 が 挟 持 さ れ て 、 前 記 軸 部 が 、 前 記 尾 部 の 長 手 方 向 と
平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 魚 型 ル ア ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 尾 部 は 、 細 長 体 と 、 前 記 細 長 体 の う ち の 基 端 側 部 分 に 設 け ら れ た 鰭 体 と を 含 み 、
　 前 記 一 対 の 軸 部 で 、 前 記 鰭 体 が 挟 持 さ れ て 、 前 記 軸 部 が 、 前 記 尾 部 の 長 手 方 向 と 平 行 と
な る よ う に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 魚 型 ル ア ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 釣 針 の 一 部 が 前 記 尾 部 内 に 挿 入 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 魚
型 ル ア ー 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 針 部 は 、 前 記 尾 部 の 前 記 上 面 に 接 し て 配 置 さ れ 、 ま た は 前 記 尾 部 内 に 配 置 さ れ た 請
求 項 ６ に 記 載 の 魚 型 ル ア ー 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 釣 針 は 、 一 対 の 前 記 軸 部 を 含 み 、
　 前 記 一 対 の 軸 部 は 、 線 材 を 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 魚 型 ル ア ー は 、 前 記 ル ア ー 本 体 に 固 定 さ れ た 連 結 部 材 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 ル ア ー 本 体 の 外 側 に 配 置 さ れ た 環 状 部 を 含 み 、
　 前 記 線 材 の 折 り 曲 げ ら れ た 部 分 が 、 前 記 環 状 部 の 内 側 に 配 置 さ れ て 、 前 記 釣 針 が 、 前 記
連 結 部 材 を 介 し て 前 記 ル ア ー 本 体 に 連 結 さ れ た 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 魚 型
ル ア ー 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 釣 針 は 、 一 対 の 前 記 軸 部 を 含 み 、
　 前 記 一 対 の 軸 部 は 、 線 材 を 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 魚 型 ル ア ー は 、 前 記 ル ア ー 本 体 に 固 定 さ れ た 連 結 部 材 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 連 結 部 材 は 、 前 記 ル ア ー 本 体 の 外 側 に 配 置 さ れ た 環 状 部 を 含 み 、
　 前 記 魚 型 ル ア ー は 、 前 記 環 状 部 に 連 結 さ れ た 接 続 リ ン グ を さ ら に 備 え 、
　 前 記 線 材 の 折 り 曲 げ ら れ た 部 分 が 前 記 接 続 リ ン グ の 内 側 に 配 置 さ れ て 、 前 記 釣 針 が 、 前
記 接 続 リ ン グ お よ び 前 記 連 結 部 材 を 介 し て 前 記 ル ア ー 本 体 に 連 結 さ れ た 請 求 項 １ ～ ７ の い
ず れ か の 項 に 記 載 の 魚 型 ル ア ー 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 魚 型 ル ア ー に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ル ア ー （ 擬 似 餌 ） を 用 い た ル ア ー フ ィ ッ シ ン グ が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 従 来 の 、
例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 魚 型 ル ア ー は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う な 構 造 を し て い る 。
図 ５ は 、 従 来 の 釣 用 ル ア ー の 側 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 釣 用 ル ア ー は 、 魚 の 頭 部
に 似 せ て 形 成 さ れ た ル ア ー 頭 部 １ １ １ と 、 ル ア ー 頭 部 １ １ １ の 後 方 に 連 結 さ れ た ル ア ー 体
部 １ １ ２ と を 有 し て い る 。 ル ア ー 頭 部 １ １ １ は 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 硬 質 合 成 樹 脂 か ら な る 。
ル ア ー 体 部 １ １ ２ は 、 塩 化 ビ ニ ル 等 の 軟 質 合 成 樹 脂 な ど か ら な る 。 ル ア ー 頭 部 １ １ １ に は
、 先 端 付 近 に 設 け ら れ 釣 糸 を 係 止 可 能 な 釣 糸 係 止 部 １ １ ３ と 、 リ ッ プ １ １ ４ と 、 ス プ リ ッ
ト リ ン グ １ １ ５ を 介 し て ル ア ー 頭 部 １ １ １ に 連 結 さ れ た 釣 針 １ １ ６ と を 備 え て い る 。 ル ア
ー 体 部 １ １ ２ の 内 部 に は 形 状 記 憶 合 金 製 ワ イ ヤ １ １ ７ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ に 示 す 魚 型 ル ア ー は 、 水 中 で 魚 を 誘 引 し 、 誘 引 さ れ た 魚 は 、 魚 型 ル ア ー を 餌 と 間 違
え て 食 い つ き 、 そ の 結 果 、 釣 針 １ １ ６ に 掛 か り 、 釣 り 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 冬 期 の 魚 の 活 性 は 著 し く 低 く 、 餌 へ の 食 い つ き が 悪 い 。 冬 期 の 魚 は 、 夏 期 の
魚 の よ う に 、 餌 （ 例 え ば 小 魚 ） を 丸 の み す る よ う な 食 べ 方 は ほ と ん ど せ ず 、 小 魚 の 後 方 か
ら 小 魚 の 一 部 、 例 え ば 、 尾 部 の み に 食 い つ く よ う な 食 べ 方 を す る こ と が 多 い 。 ま た 、 魚 の
動 き も 緩 慢 で あ る 。 そ の た め 、 水 中 に 投 入 さ れ た ル ア ー は 、 所 望 の 位 置 に 配 置 さ れ た 後 、
動 か さ ず に お か れ る こ と が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ６ ２ ４ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 ル ア ー を 動 か さ な い で い る と 、 釣 針 は 垂 れ 下 が っ た 状 態 と な る 。 そ の た め 、 魚
に よ り 、 尾 部 の み に 食 い つ く よ う な 食 べ 方 を さ れ た 場 合 、 魚 が 釣 針 に 掛 か ら ず 、 魚 に 逃 げ
ら れ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 魚 の 食 い つ き が 悪 い 場 合 で あ っ て も 、 魚 へ の 釣 針 の 掛 り が 良 い 魚 型 ル ア ー を
提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 魚 型 ル ア ー は 、 ル ア ー 本 体 と 、 前 記 ル ア ー 本 体 に 連 結 さ れ た 釣 針 と を 備 え た 魚
型 ル ア ー で あ っ て 、 前 記 ル ア ー 本 体 は 、 尾 部 を 含 み 、 前 記 釣 針 は 、 軸 部 と 前 記 軸 部 の 一 端
に 形 成 さ れ た 針 部 と を 含 み 、 前 記 軸 部 は 、 前 記 尾 部 の 長 手 方 向 と 平 行 と な る よ う に 配 置 さ
れ て お り 、 前 記 魚 型 ル ア ー を そ の 上 面 側 か ら 見 た と き に 、 前 記 釣 針 の 少 な く と も 一 部 と 前
記 尾 部 と が 重 な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 尚 、 上 記 「 平 行 」 に は 、 略 平 行 も 含 ま れ る 。 「 上 面 」 は 、 水 中 で 上 方 を 向 く 側 の 面 を 意
味 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 、 魚 の 食 い つ き が 悪 い 場 合 で あ っ て も 、 魚 へ の 釣 針 の 掛 り が 良 い 魚 型 ル ア ー
を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 魚 型 ル ア ー の 一 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ の Ａ は 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー の 一 例 の 側 面 図 で あ り 、 図 １ の Ｂ は Ａ に 示 し た 魚
型 ル ア ー の 上 面 図 で あ る 。 図 ２ の Ａ は 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー の 他 の 例 の 側 面 図 で あ り
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、 図 ２ の Ｂ は Ａ に 示 し た 魚 型 ル ア ー の 上 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ の Ａ お よ び 図 ２ の Ａ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ は 、 ル ア ー 本 体 ２ と
、 ル ア ー 本 体 ２ に 連 結 さ れ た 釣 針 ３ と を 備 え て い る 。 ル ア ー 本 体 ２ は 、 尾 部 ２ ａ を 含 ん で
い る 。 釣 針 ３ は 、 軸 部 ３ ｂ と 軸 部 ３ ｂ の 一 端 に 形 成 さ れ た 針 部 ３ ａ と を 含 ん で い る 。 軸 部
３ ｂ は 、 尾 部 ２ ａ の 長 手 方 向 と 平 行 と な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ の Ｂ お よ び 図 ２ の Ｂ に 示 す よ う に 、 魚 型 ル ア ー １ を 上 面 側 か ら 見 た と き に 、 釣 針 ３
の 少 な く と も １ 部 と 尾 部 ２ ａ と が 、 重 な っ て お り 、 釣 針 ３ の 一 部 （ 例 え ば 、 軸 部 ３ ｂ ） は
魚 型 ル ア ー １ の 上 面 側 か ら は 見 え な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ で は 、 上 記 の と お り 、 軸 部 ３ ｂ が 尾 部 ２ ａ の 長 手 方 向 と 平 行
と な る よ う に 配 置 さ れ 、 魚 型 ル ア ー １ を そ の 上 面 側 か ら 見 た と き に 、 釣 針 ３ の 少 な く と も
１ 部 と 尾 部 ２ ａ と が 重 な っ て い る 。 そ の た め 、 魚 の 食 い つ き が 悪 い 場 合 、 例 え ば 、 魚 が 尾
部 ２ ａ の み に 食 い つ く よ う な 場 合 に お け る 、 魚 の 釣 針 ３ に 掛 か る 可 能 性 が 、 例 え ば 、 釣 針
が ル ア ー 本 体 の 下 方 に 垂 れ 下 が っ た 従 来 の 魚 型 ル ア ー よ り も 、 高 い 。 よ っ て 、 本 実 施 形 態
の 魚 型 ル ア ー は 、 上 記 従 来 の 魚 型 ル ア ー よ り も 、 魚 へ の 釣 針 ３ の 掛 か り が 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 魚 型 ル ア ー は 、 水 草 や 漁 礁 等 の 障 害 物 の 近 く に 投 げ ら れ る こ と が 多 い 。 上 記 障 害 物 の 近
く に 魚 が 集 ま る 傾 向 に あ る か ら で あ る 。 所 望 の 深 さ に ま で 達 し た 魚 型 ル ア ー は 、 釣 糸 を 介
し た 操 作 に よ り 、 魚 の 動 き と 同 様 な 動 き が 与 え ら れ る 。 し か し 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 し た 従
来 の 魚 型 ル ア ー の よ う に 、 釣 針 ３ が 、 ル ア ー 本 体 の 下 方 に 垂 れ 下 が っ て い る と 、 釣 針 が 障
害 物 に 引 っ 掛 か る 事 態 、 い わ ゆ る 根 掛 り が 生 じ 易 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ で は 、 釣 針 ３ の 軸 部 ３ ｂ が 、 尾 部 ２ ａ の 長 手 方 向 と 平 行 と な
る よ う に 配 置 さ れ て い る の で 、 例 え ば 、 上 記 従 来 の 魚 型 ル ア ー よ り も 根 掛 り が 抑 制 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ は 、 魚 へ の 釣 針 ３ の 掛 り が 良 い こ と に 加 え て 、
障 害 物 の よ り 近 く に 投 げ る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 軸 部 ３ ｂ を 、 尾 部 ２ ａ の 長 手 方 向 と 平 行 と な る よ う に 配 置 す る 方 法 に つ い て 特 に 制 限 は
な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 例 え ば 、 図 １ に 示 し た 例 で は 、 釣 針 ３ は 一 対 の 軸 部 ３ ｂ を 含 み 、 一 対 の 軸 部 ３ ｂ は 、 線
材 を 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ て い る 。 一 対 の 軸 部 ３ ｂ で 、 尾 部 ２ ａ の 一 部 が 挟 持 さ れ る こ と に
よ り 、 軸 部 ３ ｂ が 、 尾 部 ２ ａ の 長 手 方 向 と 平 行 な 状 態 に 保 た れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 し た 例 で は 、 尾 部 ２ ａ は 、 長 手 方 向 が 、 ル ア ー 本 体 ２ の 長 手 方 向 と 同 方 向 で あ
る 細 長 体 ２ １ １ と 、 細 長 体 ２ １ １ の う ち の 根 元 側 部 分 に 設 け ら れ た 鰭 体 ２ １ と を 含 ん で い
る 。 一 対 の 軸 部 ３ ｂ は 、 鰭 体 ２ １ を 挟 持 し て い る 。 こ の よ う に 、 細 長 体 ２ １ １ の う ち の 根
元 側 部 分 に 設 け ら れ た 鰭 体 ２ １ を 一 対 の 軸 部 ３ ｂ で 挟 持 す る こ と に よ り 、 軸 部 ３ ｂ を 、 尾
部 ２ ａ の 長 手 方 向 と 平 行 と な る よ う に 配 置 す れ ば 、 ル ア ー 本 体 ２ に 連 結 さ れ た 釣 針 ３ に よ
り 、 尾 部 ２ ａ の 動 き が 規 制 さ れ た り 、 魚 ら し い 動 き が 損 な わ れ る こ と が 抑 制 さ れ る 。 尚 、
上 記 「 根 元 側 」 と は 、 ル ア ー 本 体 ２ の 尾 部 以 外 の 部 分 に 近 い 側 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 し た 例 で は 、 釣 針 ３ の 一 部 が 尾 部 ２ ａ 内 に 挿 入 さ れ る こ と で 、 軸 部 ３ ｂ が 、 尾
部 ２ ａ の 長 手 方 向 と 平 行 な 状 態 に 保 た れ て い る 。 こ の 場 合 、 針 部 ３ ａ は 、 尾 部 ２ ａ の 上 面
側 に 突 き 抜 け て 上 面 に 沿 う よ う に 上 面 に 接 し て 配 置 さ れ て い て も よ い し 、 ま た は 尾 部 ２ ａ
内 に 埋 め 込 ま れ て い て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 魚 型 ル ア ー １ を そ の 上 面 側 か ら 見 た と き に 、 釣 針 ３ の 少 な く と も 一 部 と 尾 部 ２ ａ と が 重
な っ て い れ ば 、 釣 針 ３ の 配 置 位 置 に つ い て 特 に 制 限 は な い 。 し か し 、 魚 型 ル ア ー １ を そ の
上 面 側 か ら 見 た と き に 、 軸 部 ３ ｂ の 少 な く と も 一 部 と 尾 部 ２ ａ と が 重 な る よ う に 、 釣 針 ３
が 配 置 さ れ て い る と 好 ま し い 。 軸 部 ３ ｂ の 少 な く と も 一 部 と 尾 部 ２ ａ と が 重 な る よ う に 、
釣 針 ３ を 配 置 す れ ば 、 針 部 ３ ａ は 、 尾 部 ２ ａ の よ り 先 端 側 に 配 置 さ れ る こ と に な る 。 針 部
３ ａ が 、 尾 部 ２ ａ の よ り 先 端 側 に 配 置 さ れ れ ば 、 魚 に よ り 尾 部 側 か ら 食 い つ く よ う な 食 べ
方 を さ れ た 場 合 の 、 魚 の 釣 針 ３ に 掛 か る 可 能 性 が 、 さ ら に 高 ま る 。 魚 型 ル ア ー １ を そ の 上
面 側 か ら 見 た と き に 、 軸 部 ３ ｂ の 全 体 と 尾 部 ２ ａ と が 重 な っ て い る と 、 さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ル ア ー 本 体 ２ の 材 料 に つ い て 特 に 制 限 は な い が 、 尾 部 ２ ａ は 、 軟 質 ゴ ム ま た は 軟 質 樹 脂
を 含 ん で い る と 好 ま し い 。 尾 部 ２ ａ が 、 軟 質 ゴ ム ま た は 軟 質 樹 脂 を 含 ん で い る と 、 尾 部 ２
ａ に つ い て 、 よ り 魚 ら し い 繊 細 な 動 き を 実 現 で き 、 集 魚 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 魚 は ， 食 い つ い た と き に 違 和 感 が あ る と す ぐ さ ま 食 い つ い た も の を 吐 出 し て し ま
う 。 そ の た め 、 魚 型 ル ア ー の 食 感 は 可 能 な 限 り 本 物 の 餌 に 近 い こ と が 望 ま し い 。 軟 質 ゴ ム
ま た は 軟 質 樹 脂 は 、 例 え ば 、 硬 質 樹 脂 よ り も 、 食 感 が 本 物 に 近 い 。 し た が っ て 、 尾 部 ２ ａ
が 、 軟 質 ゴ ム ま た は 軟 質 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る と 、 魚 の 食 い つ き が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 軟 質 ゴ ム と し て は 、 例 え ば 、 シ リ コ ン ゴ ム が 、 軟 質 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、 塩 化 ビ ニ ル
樹 脂 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ル ア ー 本 体 ２ の 尾 部 以 外 の 部 分 ２ ｂ は 、 硬 質 樹 脂 を 含 み 、 軸 部 ３ ｂ の 針 部 側 の 反 対 側 は
、 ル ア ー 本 体 ２ の 尾 部 ２ ａ 以 外 の 部 分 ２ ｂ に 連 結 さ れ て い る と 好 ま し い 。 釣 針 ３ が 尾 部 ２
ａ の み に 固 定 さ れ て い る と 、 釣 針 ３ に 魚 が 掛 か っ て も 、 釣 針 ３ お よ び 尾 部 ２ ａ が 食 い ち ぎ
ら れ 、 魚 に 逃 げ ら れ て し ま う 恐 れ が あ る 。 例 え ば 、 硬 質 樹 脂 か ら な る 、 ル ア ー 本 体 ２ の 尾
部 以 外 の 部 分 ２ ｂ に 釣 針 ３ が 連 結 さ れ て い る と 、 釣 針 ３ は 容 易 に 食 い ち ぎ ら れ な い の で 、
上 記 の 恐 れ は 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 硬 質 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ ス チ レ ン 等 が 挙
げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ は 、 ル ア ー 本 体 ２ の 先 端 部 （ 尾 部 側 の 反 対 側 ） に 形 成 さ れ た
リ ッ プ ７ を 備 え て い る 。 リ ッ プ ７ を 設 け る と 、 釣 糸 （ 図 示 せ ず ） を 介 し た 操 作 に よ り ル ア
ー を 水 中 で 動 か す 際 の 、 ル ア ー の 姿 勢 の 安 定 性 が 向 上 す る 。 リ ッ プ ７ は 、 平 面 を 有 し 、 そ
の 平 面 は ル ア ー 本 体 ２ の 上 面 側 に 向 い て お り 、 か つ 、 所 定 の 角 度 を 有 す る よ う に 設 け ら れ
て い る 。 リ ッ プ ７ の 形 状 、 寸 法 、 取 り 付 け 角 度 な ど に つ い て は 、 使 用 用 途 に 応 じ て 適 宜 選
択 す れ ば よ い 。 尚 、 リ ッ プ ７ は 必 ず し も 必 要 で は な く 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ は 、 リ
ッ プ ７ を 備 え て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 魚 型 ル ア ー １ が リ ッ プ ７ を 備 え る 場 合 、 リ ッ プ ７ の 根 元 部 近 傍 に は 、 釣 糸 を 接 続 す る た
め の 釣 糸 接 続 用 環 部 ８ が 固 定 さ れ 、 釣 糸 接 続 用 環 部 ８ に は 、 リ ン グ 部 材 ９ が 連 結 さ れ て い
て も よ い 。 リ ン グ 部 材 ９ に は 釣 糸 （ 図 示 せ ず ） が 結 束 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ル ア ー 本 体 ２ の 尾 部 ２ ａ 以 外 の 部 分 ２ ｂ が 、 ２ つ の 成 形
体 を 含 み 、 ２ つ の 成 形 体 が 、 一 方 の 成 形 体 が 他 方 の 成 形 体 に 対 し て 左 右 方 向 に 揺 動 可 能 に
連 結 さ れ て い る と 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 ル ア ー 本 体 ２ の 尾 部 ２ ａ 以 外 の 部 分 ２ ｂ が 、 一 方 が 他 方 に 対 し て 左 右 方 向
に 揺 動 可 能 に 連 結 さ れ た ２ つ の 成 形 体 を 含 ん で い る と 、 釣 糸 を 介 し た 操 作 に よ り 、 よ り 魚
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ら し い 動 き を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ２ つ の 成 形 体 の 連 結 方 法 に つ い て 特 に 制 限 は な い が 、 例 え ば 、 八 の 字 状 の 連 結 部 材 （ エ
イ ト リ ン グ と も 言 わ れ る ） 等 を 用 い て 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ の Ａ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ は 、 ル ア ー 本 体 ２ に 固 定 さ れ た 連 結
部 材 ４ を 備 え て い る 。 連 結 部 材 ４ は 、 ル ア ー 本 体 ２ の 外 側 に 配 置 さ れ た 環 状 部 ４ ａ を 含 ん
で い る 。 釣 針 ３ は 、 一 対 の 軸 部 ３ ｂ を 含 み 、 一 対 の 軸 部 ３ ｂ は 、 線 材 を 折 り 曲 げ て 形 成 さ
れ て い る 。 線 材 の 折 り 曲 げ ら れ た 部 分 が 環 状 部 ４ ａ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 連 結 部 材 ４ を 介 し て 釣 針 ３ が ル ア ー 本 体 ２ に 連 結 さ れ て い る と 、 例 え ば 、
釣 針 ３ が ル ア ー 本 体 ２ に 直 接 連 結 さ れ る 場 合 よ り も 、 釣 針 ３ の 融 通 性 が 向 上 す る 。 そ の た
め 、 ル ア ー 本 体 ２ に 連 結 さ れ た 釣 針 ３ に よ り 、 尾 部 ２ ａ の 動 き が 規 制 さ れ た り 、 魚 ら し い
動 き が 損 な わ れ る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ の Ａ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ は 、 連 結 部 材 ４ の 環 状 部 ４ ａ に 連 結
さ れ た 接 続 リ ン グ ５ を さ ら に 含 ん で い て も よ い 。 連 結 部 材 ４ お よ び 接 続 リ ン グ ５ を 介 し て
釣 針 ３ が ル ア ー 本 体 ２ に 連 結 さ れ て い る と 、 釣 針 ３ の 融 通 性 が さ ら に 向 上 す る 。 そ の た め
、 ル ア ー 本 体 ２ に 連 結 さ れ た 釣 針 ３ に よ り 、 尾 部 ２ ａ の 動 き が 規 制 さ れ た り 、 魚 ら し い 動
き が 損 な わ れ る こ と を 、 さ ら に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 釣 針 ３ の 形 状 に つ い て は 特 に 制 限 は な い 。 図 １ に 示 し た 魚 型 ル ア ー １ に 用 い た 釣 針 （ 図
３ の Ａ 参 照 ） お よ び 図 ２ に 示 し た 魚 型 ル ア ー １ に 用 い た 釣 針 （ 図 ３ の Ｂ 参 照 ） 以 外 に 、 釣
針 ３ は 図 ３ の Ｃ に 示 し た 構 造 を し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ の Ａ に 示 す 釣 針 ３ は 、 ダ ブ ル フ ッ ク と も 呼 ば れ 、 両 端 に 針 部 ３ ａ が 設 け ら れ た 一 本
の 線 材 を 、 ほ ぼ 半 分 に 折 り 曲 げ る こ と に よ り 得 ら れ る 。 折 り 曲 げ ら れ た 線 材 の う ち の １ 対
の ス ト レ ー ト 部 分 が 、 １ 対 の 軸 部 ３ ｂ と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ３ の Ｂ に 示 す 釣 針 ３ は 、 ト リ プ ル フ ッ ク と も 呼 ば れ 、 例 え ば 、 図 ３ の Ａ の 釣 針 に 、 一
端 側 に 針 部 ３ ａ が 設 け ら れ た 線 材 を ロ ウ 付 け 等 に よ り 一 体 化 し て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ の Ｃ の 釣 針 ３ は 、 一 端 に 針 部 ３ ａ が 設 け ら れ た 一 本 の 線 材 を Ｊ の 字 状 に 加 工 し 、 さ
ら に 、 線 材 の 他 端 部 を ル ー プ 状 に 加 工 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 魚 型 ル ア ー は 、 １ つ の 釣 針 ３ を 備 え て い る が 、 例 え ば 、 図 ４ に
示 す よ う に 、 さ ら に 別 の 釣 針 を １ つ 以 上 備 え て い て も よ い 。 図 ４ に 示 し た 例 で は 、 釣 針 １
２ ， １ ３ は 、 ル ア ー 本 体 ２ に 固 定 さ れ た 連 結 部 材 ４ の 環 状 部 ４ ａ に 、 接 続 リ ン グ ５ を 介 し
て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー １ は 、 ル ア ー 本 体
２ に 設 け ら れ た 錘 １ ０ を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 錘 １ ０ が 設 け ら れ る 位 置 や 、 錘 の 重 さ
等 に つ い て は 、 用 途 に 応 じ て 適 宜 選 択 す れ ば よ い 。 錘 は 、 図 １ 、 図 ２ お よ び 図 ４ に 示 す よ
う に 、 例 え ば 、 ル ア ー 本 体 ２ 内 に 埋 め 込 ま れ て い て も よ い し 、 ル ア ー 本 体 の 外 側 に 設 け ら
れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 尚 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 し た 例 で は 、 ル ア ー 本 体 ２ の 尾 部 ２ ａ が 、 軟 質 ゴ ム ま た は 軟 質
樹 脂 で 形 成 さ れ て い る が 、 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー は こ れ に 制 限 さ れ な い 。 ル ア ー 本 体 ２
の 全 体 が 、 例 え ば 、 硬 質 樹 脂 で 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 魚 型 ル ア ー は 、 魚 の 食 い つ き が 悪 い 場 合 で あ っ て も 、 魚 へ の 釣 針 の 掛 り が 良 い
の で 、 魚 型 ル ア ー と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 Ａ は 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー の 一 例 の 側 面 図 、 Ｂ は Ａ に 示 し た 魚 型 ル ア ー の 上 面
図
【 図 ２ 】 Ａ は 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー の 他 の 例 の 側 面 図 、 Ｂ は Ａ に 示 し た 魚 型 ル ア ー の 上
面 図
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー を 構 成 す る 釣 針 の 一 例 を 示 し た 斜 視 図
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 の 魚 型 ル ア ー の さ ら に 別 の 例 の 側 面 図
【 図 ５ 】 従 来 の 魚 型 ル ア ー の 一 例 の 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ 　 　 　 　 魚 型 ル ア ー
　 ２ 　 　 　 　 ル ア ー 本 体
　 ２ ａ 　 　 　 尾 部
　 ２ １ 　 　 　 鰭 体
　 ２ １ １ 　 　 細 長 体
　 ３ 　 　 　 　 釣 針
　 ３ ａ 　 　 　 釣 部
　 ３ ｂ 　 　 　 軸 部
　 ４ 　 　 　 　 連 結 部 材
　 ４ ａ 　 　 　 環 状 部
　 ５ 　 　 　 　 接 続 リ ン グ
　 ７ 　 　 　 　 リ ッ プ
　 １ ０ 　 　 　 錘
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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